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 ためになる「日本人のしきたり」　　　端午の節句　－　もとは女の子のお祭りだった
　
五月五日に行われる行事が「端午の節句」です。男の子のいる家では鯉のぼりをたて、五月人形を飾り、ショウブ湯に入ったりします。この行
事は中国で始まったもので、かの地では、この日にショウブやヨモギを門につるしたり、ショウブ酒にして飲むなどして、邪気払いをしていました。
これが日本に伝わって、「端午の節句」になります。端午の「端」は「初」を意味し、もともとは月初めの午の日を指しましたが、午が五に通じ
ることや、五が重なることから、とくに五月五日を重五、重午などと呼んで、この日に祭りをするようになったといいます。もともと日本は、
端午の節句は女の子の祭りでした。田植えが始まる前に、早乙女と呼ばれる若い娘たちが、「五月忌み」といって、田の神のために仮小屋や神社
などにこもってケガレを祓い清めていたのです。つまり、この日は、田の神に対する女性の厄払いの日だったのです。男の子の祭りに変わった
のは平安時代からで、この時代、宮中では馬の上から矢を射たり、競馬などの勇壮な行事を行うようになっていました。そんななか、端午の節
句で使われるショウブが、武事を尊ぶ「尚武」や「勝負」にも通じることから、男の子がショウブを頭や体につけたり、ショウブで作った兜で
遊ぶようになり、女の子のお祭りであった五月忌みが、男の子を祝う行事に変わっていったのです。さらに、江戸時代に、五節供の一つである「端
午の節供」に定められ、武者人形を家のなかで飾るようになり、また中国の「龍門を登って鯉が龍になった」という故事にあやかって、子供の
出世を願うために鯉のぼりを立てるようになりました。五月五日は完全に男の子の節句になったのです。ところで、端午の節句にはチマキや柏
餅を食べる習慣があります。この日にチマキを食べるのは、中国の伝説に由来しています。
古代中国・楚の詩人であった屈原が、五月五日に川に身を投じて死んだことを人々が悲しみ、命日になると竹筒に米を入れて投げ入れていたと
ころ、ある年、屈原の霊が現れて、「米を龍にとられるので、竹筒ではなくて、龍が嫌うチガヤの葉（チマキをくるんだ葉。いまは笹の葉で代用
されていることが多い）で包み、糸で結んでほしい」といった話が伝わって、この日に、チマキが食べられるようになったとのことです。
また、柏餅は、柏が新しい葉が生えないと古い葉が落ちないことから、後継ぎが絶えないとの願いが込められているともいわれます。
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